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仮想電子辞書システムにおける GUI の設計と実装 

野村 智彦†   近藤 幹大†   都司 達夫‡   樋口 健‡ 
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あらまし  我々は XML 化された電子辞書に基づく「仮想電子辞書システム」を提案している．このシステムでは，

仮想辞書の定義は，見出し語からのタグの連鎖によるパス式を用いて各辞書項目を指定する必要があり，また，仮

想辞書の検索文は辞書の論理構造を一次元的に記述した上で検索条件と検索項目を指定する必要がある．辞書構造

やその項目をこのように一次元的に指定する入力操作は非常に煩わしい．そこで，ここでは，実体辞書や仮想辞書

の論理構造を二次元テーブルとして Web ページ上で定義するための GUI および二次元テーブルで表現された辞書構

造上で検索文を入力できるGUIおよび各種辞書操作を仮想辞書サーバと連携して行うためのGUIを設計・実装した． 
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Abstract  We have proposed virtual dictionary system based on XML formatted dictionaries. In this system,  each item of 
a virtual dictionary needs to be defined in terms of the corresponding lengthy path expression of the real dictionary. Moreover,  
a retrieval query against a virtual dictionary should be specified on a linearly arranged logical structure of the dictionary.  It is 
essential for the easy manipulation of virtual dictionaries to provide a high quality GUI. In this paper, we describe a GUI that 
defines the logical structures of dictionaries expressed by two dimensional graphical tables and specifies retrieval queries on 
these tables.  The GUI also initiates other kinds of operation in combination with the virtual dictionary server. 
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1. はじめに  

現在，電子辞書の出版は記憶メディアの大容量化と

低廉化により，その多様性を増してきている．また，

インターネットを介したオンライン辞書の検索サービ

スも充実してきている．本来辞書には極めて豊富で多

角的な情報が内包されており，これらの情報は「辞書

の文法」に従って構造的に記述されている．しかし人

手で辞書を引くとき，その構造や配列が固定であるた

めに辞書が潜在的に有する豊富な情報を十分利用する

ことが出来ない．そこで，辞書の持つ情報を有効に利

用するためには，辞書の固定構造による強制から解放

して，使用者のニーズにかなう情報を提示できる手段

が必要である．  
我々は XML 化された電子辞書に基づく「仮想電子辞

書システム」を提案している[3]．個々の辞書データの

実体を持っている辞書 (英和・和英辞書など )を実体辞

書としたとき，仮想辞書は実体辞書の各項目に対する

ユーザ定義のビューであり，データの実体を持たない．

ビューは単に， (複数の )実体辞書のどの部分をどのよ

うな配列で再配置するかを指定するもので，ユーザの

定義により実体辞書の一部を参照したり，複数辞書を

特定の項目を介して，結合させたりすることができる．

その際，複数辞書の切り替えを意識させることなく，

論理的に閉じた単一の辞書として操作できることが

大の特徴である．辞書の構造化に関する標準化として，

EPWING[2]があり，それに従った辞書も出回っている

がこのような試みは見られない．  
また，仮想辞書を定義する DEFINE 文 (図 2)には，

ルートタグから始まる絶対パス式の入力が必要であり，

入力が非常に面倒である．そして、辞書の検索文にお

いて、各項目に埋め込んでいく形で検索条件と検索項

目を設定している。このような仮想辞書システムを

Web 上で利用するためには，辞書の論理構造を簡単に

入力でき，かつ分かり易く構成要素のレベルで操作で

きる GUI が必須となる．  
本研究では，この仮想電子辞書システムに辞書の論



 

 

DEFINE 
和訳付き英語シソーラス辞書 (見出し語 ,見出し語項目 (
品詞 ,品詞項目 (類義語 ,類義語項目 (語義 )))) 

FROM 英語シソーラス辞書 ,  英和辞書  
ASSIGN 

見出し語  = thesaurus.midsashi, 
見出し語項目 .品詞  = thesaurus.midashi_lv.part, 
見出し語項目 .品詞項目 .類義語  = 

thesaurus.midashi_lv.part_lv.sense_lv.syn 
見出し語項目 .品詞項目 .類義語項目 .語義  =  

eiwa.midashi.part_lv.sense 
CONNECTED BY 

eiwa.midashi = thesaurus.midashi_lv.part_lv.sense_lv.syn
WHERE eiwa.midashi_lv.part = thesaurus.midashi_lv.part

 

和訳付き英語シソーラス仮想辞書

 

英語シソーラス辞書

英和辞書

test  n 
   syn    EXPERIMENT, experimentation,
trial, trial and error, trial run 
   rel     inspection, scrutiny; confirmation, 
corroboration,  substantiation,
verification 
test  vb 
1 TRY 1 h k i

名詞 
experimentation, trial, trial and error, trial run 

   experimentation 

    実験すること、実験作業 

   trial 

       1.試み、企て 2.試験、試し、試用 3.（形容詞的に）試験的な、 
    試すための 
       4.試練、困難、厄介なこと、困りもの 5.裁判、審理、公判 
   trial and error 

       試行錯誤 
   trial run             

       試運転、試乗 

2つの実体辞書上の仮想辞書

 
図  1 仮想辞書とは？ (和訳付き英語シソーラス辞書 )

理構造を構成要素のレベルで簡単に操作できる GUI
を設計・実装した．  

 

2. 仮想辞書  
個々の辞書データの実体を持っている辞書 (英和・和

英辞書など )を実体辞書としたとき、仮想辞書は実体辞

書の各項目に対するユーザ定義のビューであると考え

られ、データの実体を持たない。ビューは単に、(複数

の )実体辞書のどの部分をどのような配列で再配置す

るかを指定するもので、ユーザの定義により実体辞書

の一部を参照したり、複数辞書を特定の項目を介して、

結合させたりすることができる (図１ )。その際、複数

辞書の切り替えを意識させることなく、論理的に閉じ

た単一の辞書として操作できることが 大の特徴であ

る。ここでは構造記述力に優れ、柔軟な構造解析が行

える XML を用いて実体辞書群を構造化した。  
 

2.1. 仮想辞書に対する要求  
仮想辞書の詳細な説明に入る前に、仮想辞書に対す

る要求を示す。例えば、  
「ある英単語の同義語や関連語などについて、その

日本語表現や使い方を知りたい。」  
場合、英語シソーラス辞書を使って同義語や関連語を

調べる。さらに、英和辞書を使って、調べた同義語や

関連語を見出し語として、英和辞書を引く。  
このように、１つ目の辞書から入手した情報に基づ

いて、２つ目の辞書を引くことを使用者は強いられる。

これは、前述した『辞書の切り替えを意識すること』

にほかならない。そして、この動作をすべての該当項

目について繰り返すことは、非常に面倒である。複数

の電子辞書を活用するとき、このように、冊子体の辞

書と同じような手順を必要とすることは問題であり、

複数の電子辞書を扱えることのメリットが生かし切れ

ていないと考えられる。  
また、単一の辞書でも、例えば、英和辞書について

特定の特定の品詞（例えば名詞）についてのみ参照し

たいときがしばしばある。この場合、他の項目の出力

を回避して、認知負荷を軽減できれば、より使いやす

くなる。  
 

2.2. 仮想辞書の定義  
仮想辞書の結合例として「和訳付き英語シソーラス

辞書」を紹介する。この辞書は英語シソーラス辞書で

引いた類義語についてその和訳を英和辞書で付記する

ものである (図 1)。  
ここで、図２のような仮想辞書をユーザが理解する構

文で記述する必要がある。これを仮想辞書定義文  
(DEFINE 文 )という。DEFINE 文は 5 つの句からなって

いる。それぞれについて説明する。  

図  2 和訳付き英語シソーラス辞書の DFIEN 文  



 

 

<見出し語>test</見出し語> 

<見出し語項目> 
<品詞>名詞</品詞> 
<品詞項目> 

<語義/> 
<語義項目> 

<類義語>EXPERIMENT</類義語> 

<類義語>experimentation</類義語> 
・・・ 

</語義項目> 

</品詞項目> 
<品詞>動詞</品詞> 
<品詞項目> 

・・・ 
</品詞項目> 

</見出し語項目> 

仮想辞書の論理構造を定義する DEFINE 句は、項目

名と括弧の入れ子で表現される。この例では  
となる。母体辞書（この例では英語シソーラス辞書

《ET》と英和辞書《EJ》）を指定する FROM 句、仮想

辞書の論理構造の各項目と該当する母体辞書の項目と

の対応付けを行う ASSIGN 句、この例では、  

となる。母体辞書の該当項目の結合情報 (この例では

英語シソーラス辞書の類義語と英和辞書の見出し語 )
を保持する CENNECTED BY 句は、  

となる。そして、結合条件 (この例では「品詞が同じ」)
を表す WHERE 句  

が必要である。  

図  3 和訳付き英語シソーラス辞書の定義  

2.3. 仮想辞書の検索  
仮想辞書の検索には単に見出し語を指定するだけ

ではなく、仮想辞書の論理構造を検索したい項目名と

検索条件となる定数で記述する FIND 文を用いる。  

この例では和訳付き英語シソーラス辞書の見出し

語が”test”、品詞が“名詞”であるものについて品詞項

目以下をすべて検索することを示している。  
 

2.4. 辞書データの XML 化  

前述したように、辞書は「辞書の文法」に従った構

造を持っている。この構造に従い，XML[1]の文書型定

義 (DTD)を記述して，辞書データの XML 化を行った．

例として，英語シソーラス辞書の見出し語「 test」に対

して XML 化したものの一部分を以下に記す．例えば，

「見出し語」や「品詞」などは辞書のテキストとして

現れる文字列であり，以下ではこれらの項目のことを  
具体項目という．また，「見出し語項目」や「品詞項目」

はそれ以下の項目 (の集合 )に対して意味を与えるメタ

項目であり，これを抽象項目と呼ぶ．ここで前提とし

て実体辞書，仮想辞書に関わらず，抽象項目のインス

タンスを一意に決定する具体項目のインスタンスが必

ず存在するものとして，この具体項目を抽象項目に対

するセレクタと呼ぶことにする．  

図  4 抽象項目、具体項目とセレクタ  

3. 仮想辞書システム  
本システムは，GUI，仮想辞書サーバ，実体辞書サー

バの３つから構成される (図 5)．GUI からの要求に応じ

て仮想辞書サーバで処理を行い，必要に応じて実体辞

和訳付き英語シソーラス辞書（見出し語,見出し語項目（ 

品詞,品詞項目（類義語,類義語項目（語義））））

見出し語=ET.見出し語 

見出し語項目.品詞=ET.見出し語項目.品詞 

見 出 し語 項 目 .品 詞 項 目 .類 義 語=ET.見 出 し語 項 目 .品 詞

項目.語義項目.類義語 

見 出 し語 項 目 .品 詞 項 目 .類 義 語 項 目 .語 義 =EJ.見 出 し語

項目.品詞項目.語義  

EJ.見出し語=ET.見出し語項目.品詞項目.語義項目.類義語

ET.見出し語項目.品詞=EJ.見出し語項目.品詞

EXPERIMENT

ε

名詞

test

見出し語

語義

品詞項目  品詞

見出し語項目  

ルート

類義語  

語義項目

抽象項目

セレクタ 

具体項目

 

見出し 品詞 類義語 

英語シソーラス辞書 

見出し 品詞 語義

英和辞書 

品詞が同じ 

見出し 品詞 類義語 

英語シソーラス辞書 

見出し語 品詞 語義

英和辞書 

和訳付き英語シソーラス辞書 

見出し 品詞 類義語 語義 

和訳付き英語シソーラス辞書(見出し語[“test”],

見出し語項目(品詞[“名詞”],品詞項目()) 



 

 

書サーバに辞書データの問い合わせを行い，結果を

GUI に返却する．実体辞書サーバはネットワーク上で

複数存在し得る．XML による実体辞書本体を管理し，

実際の検索を行う．仮想辞書サーバは実体辞書および

仮想辞書の定義情報を管理しており，ネットワーク上

で唯一である．  

ユーザインタフェース

出力編成
登録

処理系

検索結果
参照

出力編成
削除

結果XML
出力編成生成XSL

出力編成
処理系

登録
参照

登録 削除

情報
取得

実体辞書登録
処理系

実体辞書削除
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仮想辞書定義
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仮想辞書削除
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メタ情報取得
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日本語タグ/
内部タグ登録

処理系

DTD取得
処理系

辞書検索
処理系

仮想辞書サーバ

REGIST文
処理系

DELETE文
処理系

DEFINE文
処理系

UNDEF文
処理系

メタ情報取得
処理系

日本語タグ/
内部タグ登録

処理系

DTD取得
処理系

辞書検索
処理系
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実体辞書削除
(DELETE)

仮想辞書定義
(DEFINE)

仮想辞書
定義削除
(UNDEF)

メタ情報取得
(GET)

タグ情報登録
(CONVERT)

DTD取得
(GETDTD)

辞書検索
(FIND)

実体辞書の内部
表現と仮想辞書の
項目を結びつけ
る。

関連する仮想
辞書定義を削除

辞書構造
定義情報削除

登録

登録 参照

参照

削除

参照

実体辞書

実体辞書

実体辞書
サーバ

参照

参照

実体辞書
サーバ

参照

実体辞書

DTD参照
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図  5 仮想電子辞書システムの構成  

3.1. 仮想辞書サーバ 
仮想辞書サーバは，ユーザの要求を受け取り，実体

辞書サーバに対して辞書データの検索要求を出す．以

下の処理を行う．  
 実体辞書の登録・削除  
 仮想辞書の定義・削除  
 実体辞書検索・仮想辞書検索  
 メタ情報の要求処理  
 内部タグ／外部タグの登録  
 実体辞書の DTD 要求処理  

 

3.2. 実体辞書サーバ 
実体辞書サーバは，仮想辞書サーバからの問い合わ

せに応じて処理を行う．仮想辞書サーバから発行され

る XML 形式の検索文を受け取る．検索文は対象辞書

の DEFINE 句の XML 表現をテンプレートとして記述

し，具体項目の値を検索条件として指定する．また検

索対象となる具体項目や抽象項目には target 属性を指

定する。抽象項目に target 属性を指定したときには、

その抽象項目のインスタンスが検索結果として返され

る。  
検索文で所望のものを検索して，結果を返す．実体

辞書の検索には XML パーサである DOM を利用してい

るが，メモリの消費量が大きく１つの辞書をメモリ内

に保持することが出来ないので，見出し語によるイン

デックスをあらかじめ作成している．そして，検索対

象となる見出し語の辞書項目のみを辞書から抽出して，

DOM ツリーを作成し必要項目の取り出しを行ってい

る．  
 

4. GUI 
例えば，辞書構造を定義する DEFINE 文 (図 2)には，

ルートタグから始まる絶対パス式の入力が必要であり，

入力が面倒である．仮想辞書システムを Web 上で利用

するためには，辞書の論理構造を簡単に入力でき，か

つ分かり易く操作できる GUI が必須となる．  
そこで、辞書の 論理構 造表現として、 HTML の

TABLE タグを用いた二次元テーブルで表現している。 
二次元テーブルで表現することで、辞書の論理構造

が一目でわかり、各項目にコントロールを配置するこ

とにより長いパス式の入力をすることなしに定義操作

や検索操作を行うことができる。  
今回設計した GUI から「実体辞書の登録」「実体辞

書の削除」「仮想辞書の定義」「仮想辞書の削除」「メ

タ情報の取得」「辞書の検索」「検索結果の出力編成」

の７つの操作を行うことができる．  
 

4.1. 実体辞書の登録  

図  6 英語シソーラス辞書の REGIST 文  
実体辞書の登録は図 6 のような REGIST 文によって

行う。REGIST 文は、辞書名、辞書ファイルの URI、
辞書が置かれている実態辞書サーバの URI、辞書の論

理構造、辞書の検索時に検索条件としての具体項目値

をリストボックスから選択するか，テキストボックス

に直接入力するかを各具体項目に対して選択していく

GUI 文、システム内で使われる内部タグと GUI で使う

外部タグの相互変換テーブル (CONVETT 文 )、GUI 文で

リストボックスとして指定した項目のリスト値の内部

command=REGIST&option= 

REGIST 

英語シソーラス辞書  
DICPLACE 

foo.jp/VS/Rdic/thesaurus.xml 
RDICSV 

foo.jp/VS/Rdic/rdic.cgi 

DEFINE 

英語シソーラス辞書(見出し語,見出し語項目(品詞,品詞項目(語義, 

語義項目(用例,類義語,関連語,成句,反対語,反意語)))) 

GUI 

英語シソーラス辞書.見出し語:textbox 

英語シソーラス辞書.見出し語項目.品詞:listbox(名詞,動詞,形容詞,副詞,代名詞,接

続詞,間投詞) 

英語シソーラス辞書.見出し語項目.品詞項目.語義:textbox 

英語シソーラス辞書.見出し語項目.品詞項目.語義項目.用例:textbox 

・ 

・ 
CONVERT 

  thesaurus=英語シソーラス辞書 
  midashi=見出し語 
  midashi_lv=見出し語項目 
  part=品詞 
・ 

・ 
TABLE 

 part 
  NOUN =名詞 
  VERB =動詞 
  ADJ =形容詞 
・ 

・ 



 

 

表現／外部表現変換テーブル (TABLE 文 )の８つの情報

からなっている。  
実体辞書には新規に登録する DTD 付きの XML 辞書

および仮想辞書の実体化によって生成される XML 辞

書がある．この DTD は実体辞書の論理構造の生成に使

用される。  
新規登録の場合，GUI では，まず辞書名と辞書が置

かれている場所，実体辞書サーバが置かれている場所

を入力する．続いて，"GUI 文 "を生成する．DTD の取

得には GUI は仮想辞書サーバを通して，辞書の DTD
を取得するコマンドを発行する．しかし，取得した

DTD では，タグ名が実体辞書での内部表現となってい

るので，ユーザにとって分かり易い外部タグ名で取り

扱えることが望ましい．そこで，内部タグ名と外部タ

グ名の相互変換を行うための変換テーブル (CONVERT
文 )を作成する．GUI では，辞書の論理構造を二次元テ

ーブルで表現し，このテーブル中の各項目に配置され

たテキストボックスに日本語表現を入力する（図 7）． 
次に GUI で，各項目に対して検索時の入力コントロ

ールを決定する。この時、リストボックスとして指定

された項目については，そのリスト値を検索する検索

文を発行し，リスト値得る。次に、リスト値の日本語

変換テーブルを作成するための画面 (図 8)によって

TABLE 文を生成する。生成された TABLE 文と先に決

定した検索時の入力コントロールの情報を使って GUI
文を生成する。これらの情報をまとめて，実体辞書登

録文 (REGIST 文 )(図 6)として，仮想辞書サーバへ送信

して，実体辞書の存在を認識させる．  

 

図  7 内部タグ／外部タグ変換テーブルの作成画面  

 

図  8 リスト値の変換テーブルの作成画面  

また，仮想辞書の実体化は，仮想辞書リストから辞

書名を選択し，辞書を置く場所とこの辞書を管理する

実体辞書サーバの場所を指定するのみである．  
 

4.2. 仮想辞書の定義  
仮想辞書の定義は，辞書の論理構造，母体辞書，各

項目と母体辞書の各項目の対応，結合項目，結合条件

の 5 つの情報を決定することで定義される．新規の仮

想辞書定義と既存の仮想辞書定義変更の 2 種類が考え

られる．新規仮想辞書定義では，ます，辞書名の入力，

母体辞書の選択を経て，論理構造定義へ移る．  
 GUI では，図 9 のような辞書名のみの初期状態から，

仮想辞書の階層構造を順次形成していく．操作リスト

(項目の変更，項目の挿入，項目の切り取り，項目のコ

ピー，項目の入れ替え，項目名の変更，操作の終了 )
から操作を選択し，操作対象の項目にチェックする．  
また，それ以外に，操作固有の情報も入力する (例えば，

項目の挿入では，抽象項目か具体項目かの指定 )．  
新たな項目の挿入にあたっては，母体辞書リストか

ら母体辞書を選択 (図 10)し、母体辞書の論理構造の２

次元テーブルが表示される．仮想辞書の各項目に対し

て母体辞書の２次元テーブルの項目を GUI 上でマウン

トすることにより対応付けを行う（図 11、図 12）．特

に母体辞書における抽象項目以下の部分構造を定義中

の仮想辞書の部分構造として一度にマウントすること

ができる (図 13)．これを繰り返し，論理構造を完成さ

せる．このようにして，論理構造定義と母体辞書との

対応付けを同時に行うことができる．  
後に結合項目を決め，結合条件の入力を行う．一

般に，結合条件は '='による関係式の論理演算式である

が，入れ子の複雑な論理演算式を入力するのは非常に

面倒である．そこで，この論理演算式を簡単に入力す



 

 

るために，論理式の文法を定義し，それに従って，ま

ず，論理演算式を作成していく (図 14)．例えば、図 15
で論理式を選択すると図 16 のようになる。これは、図

14 の 2 番目の生成規則が適用された図である。 終的

に例えば図 17 のように条件式と論理演算子のみにな

ると，図 18 のような論理構造の 2 次元テーブルから，

項目を選択し，条件式を論理演算式に埋め込んでいく．

これにより，面倒なパス式の入力を誤りなく行える．  
後に，今までの情報を仮想辞書定義文として仮想

辞書サーバへ送信し，仮想辞書の定義が完了する．  

 

図  9 論理構造定義画面①  

 

 

図  10 論理構造定義画面②  

 

図  11 論理構造定義画面③  

 

図  12 論理構造定義画面④  

4.3. 辞書の検索  
仮想辞書の検索指定は基本的にはセレクタの値を

条件付けしながら，対応する抽象項目中で検索項目を

特定することによって行われる．二つの検索指定法が

ある．スキーマレベル検索指定では，セレクタの値に

関わらず検索項目は同一である．セレクタのすべての

値について，全く同じ検索を行うことになる．これに

対してインスタンスレベル検索指定とは，セレクタの

値毎に異なる検索項目が指定できる検索方法である．   
まず，検索する仮想辞書を選択する．この時，選択

した仮想辞書の論理構造テーブルが表示される（図

19）．検索条件と検索項目はこの中に埋め込まれている

コントロール（テキストボックス，チェックボックス，

リストボックス etc）を使うことで入力していく．  
検索法に応じて，以後の入力方法が異なる．スキー

マレベル検索を行う場合，①品詞など値が少数で列挙

できるセレクタについてはリストボックスによる選択

で行う．②値が多いセレクタの場合には，テキストボ

ックスを使って，値そのものまたは値の正規表現が入

力可能となっている．検索条件を指定した後，セレク

タに対応する抽象項目の構造の中で検索項目を指定す

る．インスタンスレベル検索の場合，例えば，名詞に

対しては類義語を検索項目とし，動詞に対しては，類

義語と語義を検索項目としたいとする．この時，品詞

セレクタで名詞を選択し，類義語にチェックを入れる．

次に，品詞セレクタの選択を動詞に変更し，類義語と

語義にチェックを入れる．入力確認や変更時には，リ

ストボックスで選択する．また，検索項目を選択する

ことを容易にするボタンが各抽象項目に配置されてい

る．これにより，抽象項目以下の具体項目全てを検索

項目に設定することが簡便に行える．図 19 は検索条件  
を見出し語セレクタ「 test」、品詞セレクタ「名詞」で、

検索項目を類義語、語義とする画面である．この FIND
文は図 20 のようになる。  



 

 

 

図  13 母体辞書の論理構造画面  

(E は論理演算式、T は'='による関係式) 

 
 

E → T 
E → E LOGICAL_OPERATOR T 
T → ( E ) 
LOGICAL_OPERATOR → & & 
LOGICAL_OPERATOR → ｜｜ 

 

G = 

 

図  14 論理演算式の文法  

 

図  15 結合条件の指定画面①  

 

図  16 結合条件の指定画面②  

4.4. 出力編成   
検索結果に対してユーザの好みの出力が得られる

ような XSL(Extensible Stylesheet Language)を自動生

成する．本 GUI では，検索結果の出力フォーマットを

ユーザが決めることができる．辞書の検索時に，検索

条件の設定と同時に行う．  
検索結果の表示方法の選択するためのリストボッ

クスを選択することで，辞書の論理構造に沿って表示

するか，検索項目のみをリスト表示するかの選択が可

能である．また，出力編成の設定を行わず，デフォル

トの表示方法で検索結果を表示することもできる (図
22)．  

 

図  17 結合条件の指定画面③  

図  18 結合条件の指定画面④  
 
 

 

図  19 検索条件の入力画面  



 

 

 

図  20 和訳付き英語シソーラス辞書 FIND 文  

 

図  21 検索結果 XML 

 
出力編成を行う場合，図 23 の流れで行う。GUI では，

各セレクタに配置されている表示設定ボタンは，初期

状態は選択不可である．検索項目として選択された場

合のみ選択可能状態になり，出力編成設定が可能であ

る．これは，検索項目として選択されていないものは，

検索結果に反映されないからである．表示設定ボタン

を押すと，新しいウィンドウが現れる．ここでは，表

示用の装飾設定と検索結果の情報を使った表示構造定

義ができる． 後に検索開始ボタンを押す．  
検索 GUI により，検索文の XML 表現が生成され，

仮想辞書サーバに送信される．仮想辞書サーバはこれ

を，各母体辞書に対する検索文の XML 表現に直して，

実体辞書サーバに検索させる．実体辞書サーバからの

検索結果を仮想辞書に対する検索結果に統合して，検

索 GUI へ返される (図 21)．この結果と出力編成情報を

組み合わせて，XSL を自動生成する．そして，自動生

成した XSL と検索結果 XML を組み合わせてブラウザ

に検索結果を表示する．出力編成設定を行わない場合

も，XSL を自動生成し，ブラウザに検索結果を表示す

る．この検索結果ＸＭＬと検索結果表示用 XSL は二次

記憶上に格納され、次に本システムをユーザが使用す

る時にこの情報を元に一度検索した結果は仮想辞書サ

ーバを通さず、結果を得ることが出来る。また、スタ

イルシートの変更、追加や削除なども行うことが出来

る。  

5. おわりに  
現在，我々の研究室で開発中の仮想電子辞書システ

ムにおける GUI について述べた．出力編成に関しては，

まだ設計段階であるので，実装を行う必要がある． ま
た、セキュリティに関して全く考えられていない。こ

の部分も重要であるのでセキュリティを考慮した実装

を行う必要がある。またエラー処理の強化もする必要

がある。ユーザにわかりやすい形でエラーを出すこと

もユーザインタフェースとして重要である。  

 

図  22 検索結果  

 
検索条件・検索項目の入力 
(出力編成の設定) 

検索結果の受け取り 
(検索結果 XML) 

検索結果表示用 XSL 

ブラウザへ検索結果表示 

出力編成設定情報 

検索条件・検索項目

検索結果 XML 

検索結果用 XSL 
検索結果 XML 

図  23 検索結果がブラウザに表示されるまでの流れ  
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